


Party

2

病院には「熱が出た」と言って受診される

患者さんが結構いらっしゃいます。熱が出る

と身体はだるくなり、何か大きな病気ではな

いかと心配になりますよね。

ところで「発熱」というのは体温が何度か

らなのでしょうか。そもそも「平熱」は何度

なのでしょう。

はっきりわからないヒトの平熱ですが、こ

れを研究した方がいました。１９５７年と随分

古い研究ですが、東京大学の町野教授が東京

都の１０～５０歳代の健康人３,０００人を対象に午

前、午後、四季を通じて水銀体温計で３０分間

検温したデータがあり、その結果、平均体温

は３６.５～３７.２℃（平均３６.８９℃）の範囲に７３％

のヒトが該当したというものでした。少し年

齢が上がった６５歳以上の方々になると体温

は下がり、平均３６.６６℃だったとのことです。

この結果を見るとまずは３７.０℃前後は平熱と

見てよさそうです。

ところで体温の日内変動もあり、ヒトの体

温は起床時が最も低く、夕方になるにつれて

上昇し、その差が１.０℃くらいはあります。さ

らに排卵期の女性ですと起床時の体温は普段

より０.６～１.０℃くらい上昇します。ですから

それぞれの方の平熱が何度なのか決めるのは

難しく、その方のその日の体調により、０.５℃

くらいの差はあるのでしょう。

話は戻りますが「発熱」にははっきりした

定義がないと書きました。今はあまり見なく

なりましたが、水銀体温計の目盛の３７.０℃の

数字は赤くなっています。ですから３７.０℃

旭川厚生病院

副院長 斉 藤 芳 儀

巻 頭 言

はレッドラインで、それを少しでも超えると

熱が出たと心配されるのかもしれません。

ある病院では口腔温で起床時３７.３℃以上、

午後３７.８℃以上を発熱の基準としています。

別の病院では腋窩温（わきの下の体温）で３７.０

～３８.４℃を微熱、３８.５℃以上を高熱としてい

ました。では何度なら病院を受診すれば良い

のかと聞かれそうです。

「自宅では体温が３８.２℃もあったのに、病

院へ来たら３７.３℃しかないが、そんなはずは

ない」とか、「自分の平熱は３５℃なので３６.５℃

はつらいです」とか、様々な方がいらっしゃ

います。でも気になさらないでください。医

師にとって体温は病気の診断の目安のひとつ

でしかなく、発熱の他にどんな症状があるか

が大切です。

たとえば３７.５℃の体温であっても、のどの

痛みや筋肉痛、関節痛がある場合、インフル

エンザの流行期ならインフルエンザの可能性

が高くなります。かぜのような症状のあと、

微熱が続き、皮膚に発疹が出て、そのあと関

節痛が出現し、手足がむくむとなるとお子さ

んの罹ったリンゴ病がうつった可能性があり

ます。逆に体温が低くても咳や痰が続き、食

事もとれなくなっているようなお年寄りな

ら、肺炎を疑う必要があります。

今ではほとんどのご家庭に電子体温計があ

り、手軽に体温を測定できますが、その数字

にこだわることなく、気になる症状を順序立

ててお話しいただけると診断と治療に役立ち

ます。

「熱」
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ダヴィンチの導入と当院の近況

旭川厚生病院泌尿器科主任部長 松ケ瀬 安 邦

実績が推移する見通しとなっております。

手術支援ロボット ダヴィンチとは

では具体的にダヴィンチを説明したいと思い

ます。アメリカで開発された内視鏡手術支援ロ

ボットで、ロボットといっても、手術を自動で

行ったりするわけではなく、手術を行うのはあ

くまで医師。医師がロボットを操作して手術を

行います。日本では２０１２年４月に前立腺がんに

初めて保険適応され、今年４月からは腎がん部

分切除術も保険適応となっております。

前立腺がんの保険適応から、飛躍的に各病院

でダヴィンチが導入され、２０１６年上期で、日本

全国で２１０台以上 （アジアで１位）、北海道で

現在１４台となっております。

当院はかなり遅めの導入が幸いしたのか、従

来の機種より、非常に操作性がアップした最新

機種のダヴィンチＸｉが導入となっております。

平成２７年１２月末に急遽、当院にダヴィンチＸ

ｉが導入され早くも８か月が過ぎました。

突然年末の導入決定でしたので、医師・看護

師・臨床工学技士の３者でのチーム結成も年を

越した平成２８年１月中旬から始まり、トレーニ

ング、手術見学、免許取得など急ピッチで進め、

通常は半年かかる準備を、３か月足らずで終え

て、無事３月２４日に第１例目のロボット支援下

前立腺がん手術を施行いたしました。

当初は当院でのダヴィンチ導入は旭川で３台

目となるため、人口比では日本で一番高密度地

区となり、機器導入の高額コストを考えると、

多くの手術件数をこなす課題が必然となるた

め、導入は難しいと思っておりました。今後は

ダヴィンチ手術が主流となりますので、当院泌

尿器科の手術水準の維持は厳しくなるとモチベ

―ションも下がりつつあるところでの、寝耳に

水のダヴィンチ導入劇でした。

現在は順調に症例を重ね、７月末時点でダヴ

ィンチ手術件数は前立腺がん症例、２１症例（初

年度目標４０症例）、今年４月からダヴィンチの

保険適応となった腎がん部分切除術も前立腺が

ん手術と併行しながら迅速な準備のもとに、６

月９日に第１症例施行、現在７症例を終えてお

ります。

話によれば旭川市内でのロボット支援下腎が

ん部分切除術例は当院が第１例目となるそうで

す。腎がん部分切除術症例は多くはないので年

間予想１０例前後と踏んでいましたので、順調に
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Ｘｉが導入されているのは北海道では旭川・帯

広厚生病院、札幌２病院、計４台のみです。

４本のアームを持ったロボット本体と操作

台、助手用のモニターなどで構成され、術者は

ケーブルでつながった操作台に座り、中に映し

出される３Ｄ画像を見ながらアームを操り、患

部の切除や縫合をします。

体に優しいとされた、従来の腹腔鏡手術は視

野が狭く、器具の操作が難しいため習得に時間

がかかるという欠点がありましたが、ダヴィン

チ手術は、術者が３Ｄモニターを見ながら遠隔

操作で装置を動かし、手の動きをロボットが忠

実に伝え、動かすことができるため、術者の習

得までの期間は内視鏡に比べて遥かに短く、し

かも従来不可能とされていた動きを行うことが

出来るため、医師、患者双方にとって“優しい”

手術となります。

開腹手術に比べて患者さんの体に小さな穴を

開けて行う、傷口が小さい手術のため手術中の

出血量が大幅に少なく、術後の疼痛が軽減、合

併症リスクの大幅な回避ができるといったメリ

ットがあり、患者さんの早期社会復帰を促進す

ることが出来ます。

実際、ダヴィンチを操作してみて、切除部分

のカメラの接眼効果・拡大による、眼前のよう

な電器メスの止血操作、従来ではできなかった

緻密な縫合など、容易かつスピーディーに出来

るようになり、圧倒的に手術がやりやすくなり

ました。

患者さんの術後経過も良好で、平均して約１

週間は早く退院できております。

ダヴィンチ手術のメリットは、筆舌しがたい

ものがあると操作してみて始めて実感している

ところであります。

最後に

前立腺がんも腎がんも手術適応は転移の無い

比較的早期のがんとなります。

進行した時点では、手術適応も良好な治療も

出来ないこととなりますので日ごろの検診・ド

ックなどが早期発見・早期治療にはとても大切

です。

毎年、進行がんで初診される方の数は減って

いるとはいえないのが現状です。

職員さんはもちろん、ご家族、ご親戚の方に

も、この機会に、ダヴィンチともども検診など

による早期発見の重要性もお伝えくださると幸

いと存じます。
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佐藤内科医院長 山 下 育 子

旭川厚生病院との病診連携

連携医療機関・関係機関のご紹介 第９回

佐藤内科医院

診療科：

内科、小児科

所在地：

北海道旭川市豊岡
４条３丁目２－２

プロローグ 昭和の思い出と経歴紹介 日々歩む

皆さんこんにちは。院長の山下です。当医院は昭和

３８年に父が現在の場所で開業し２３年、私が３０年間この

地で、お仕事をさせていただいております。幼少のこ

ろの話を少し致します。今の地は昔、家もあまり建っ

ておらず一面の田んぼでした。夏には蛍が飛びかい蛙

の鳴き声に蚊取り線香のにおい、冬には、毎日雪が降

り氷点下２０度以下は当たり前。近くには路面電車の追

分という名の駅があり深緑色の路面電車が走っており

ました。道路は舗装されておらず砂埃が舞っており散

水車で砂埃を抑えていたような記憶があります。冬は

寒さが厳しく、朝、入院室、待合室のストーブへ石炭

（コークス）を炭箱から持ってきて、いれ、凍てつい

た空気に馬そりのシャンシャンシャンという鈴の音が

今でも耳に残っています。そんな時代でした。懐かし

い記憶があります。ところで、私の卒業出身大学は、

ＮＨＫ連続ドラマ「梅ちゃん先生」の舞台になった東

京都大田区蒲田にある東邦大学医学部です。学部の理

念は、「より良き臨床医を育てること。」現在もその目

標に向かい奮闘中ですが理想と現実の中、日々試行錯

誤の連続の毎日です。

エピローグ 治療理念と厚生病院との連携

私が日頃から大事にしていることは患者様を①観る

②聞く③触れる、この三つです。待合室から聞こえる

おなじみの声、診察室へ入ってこられた時の表情、聴

診器の皮膚に触れる冷たさと患者様のお顔の安心感。

患者様への腹部触診時の軽い圧痛と心地よさ。加速度

的に進化する医療の中で時計が逆回転したような、そ

んな昭和的診療風景です。しかし、その昭和的な診療

から得られる情報を駆使し厚生病院の様々な科の先生

方の最新医療技術のおかげで診断と治療が確実性を増

していきます。当診療所では１歳から無限に上の方の

患者様を診察します。そのおかげで同じウィルス（代

表的はインフルエンザウィルス）でも乳幼児、成年、

中高年の方々でそれぞれ、症状の発症、経過に様々な

変化をみます。あなどれません。小児の軽い風邪も、

中には肺炎、胃腸炎で小児科の先生にお世話になるこ

ともあります。突発的な腹痛ではもちろん手術になり

外科の先生の手をお借りすることもあります。又、胆

のう疾患で消化器内科の先生の手を煩わすことも度々

あります。昨年の年末には、心筋梗塞や緩和病棟に入

り最後を迎える方、女性の腹痛には婦人科疾患を疑い

ますが大腸を患っている方も。五十肩と思っていたら

腱板断裂症等々でお世話になることも。あらためまし

て厚生病院様に感謝申し上げます。当院では、介護療

養型病床をもっていますので認知症問題も扱っており

ます。開業して３１年目に入りましたが日々患者様から

教えていただくことがとても多いです。これからも、

厚生病院の諸先生方の質の高い医療に支えられ地域の

医療駐在所のような役割を果たしてまいりたいと考え

ております。
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総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談セセセセセセセセセセンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタ総合相談センターーーーーーーーーーー第９回

ががががががががががががががんんんんんんんんんんんんんん相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援セセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーー便便便便便便便便便便便便便便がん相談支援センター便りりりりりりりりりりりりりりり

旭川厚生病院では、患者さんやご家族の不安や心配などの相談に、いつでも対応できるよう総合

相談センターを設置し、助産師・保健師・看護師・認定看護師（緩和ケア、皮膚排泄ケア）・臨床心

理士・医療ソーシャルワーカーが、それぞれの専門性を発揮し、患者さん・ご家族を支援していま

す。総合相談センターは、がん相談支援科・地域医療連携科・入退院支援科・医療社会事業科・療

養支援科が病床管理機能を持って多職種で構成された組織です。

家族や友人だからこそ、話せないこともある。心配かけたくない。でも安易に慰められたり、励

まされたりすると逆に傷つく。結局はがんになった人でないと「この気持ち」はわからない。でも、

一人だと孤独で辛い、病気の事を気兼ねなく話したい、気持ちが分かり合える人と話したい、治療

の副作用や日常生活のヒントやアドバイスを得たい……ハートシェアは、そんな患者さんの声から

生まれた会です。

がん治療中のみなさん、こんな想い抱えていませんか？「同じ病気の人と悩みを共有できたらい

いな」「同じ境遇にある人と語り合える場がほしい」などそんな想いに応えるべく、患者さんとご家

族のための語り合いの場が当院にはあります。入院中の方や通院中の方どなたでも参加できます。

年８回その月のテーマにより担当者がおりますので安心して参加いただけます。

申し込みは、当院がん相談支援センターへお問い合わせ願います。

患患者さんの声から生まれた「ハートシェア患者さんの声から生まれた「ハートシェア」」

ご家族を亡くした人の集いアロマで女子会

「ハートシェア」 は、患者と家族同士が語り合える会です
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患患者・家族サロン患者・家族サロン ミナミナ ボランティア活ミナミナ ボランティア活動動

ミナミナ入口

２００８年にがん患者さんの語らいの場として開

設した患者・家族サロン「ミナミナ（アイヌ語

のにこにこ笑い）」での活動も今年で８年目を迎

えます。

当院では、病院ボランティアを受入、その参

加活動を通して「患者のＱＯＬを高める」「ボラ

ンティアを通じて患者・住民（病院利用者）の

ご意見や要望などを受け止める」「ボランティア

を通じて病院の行っていることを地域へ発信す

る」という意義・目的のもと研修会を毎年開催

しております。

ボランティア ワークショップ開催

ボランティアの活動は２年任期で２年目終了

時に卒業される方の卒業式と任期が残っておら

れる方々と病院職員との交流会を通しよき活動

を次期のボランティアの方々へ伝えられており

ます。

ボランティア研修会

ボランティアの年間の活動について新旧のボ

ランティアのみなさんが一同に会し講義とグル

ープワークを通してボランティアとしてのより

よいサロンの運営や活動についてなど話合い良

好な活動環境を維持・向上に努めております。

総合相談センター看護部管理副部長 秋本 信子

ボランティア活動に関するお問い合わ

せは、２階総合相談センターへお問い

合わせください。

ボランティア卒業式と昼食会
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第第３駐車場の開設につい第３駐車場の開設についてて

従来、当院では慢性的に駐車場が不足しており、特に冬期間は積雪等の影響に

より、利用者様から「駐車場がいつも満車で入れない」などのご意見をいただい

ていた経過にあります。

こうした皆様からのご意見を踏まえ、当院では２０１６年５月３０日（月）に北口玄

関側（２条通側）の用地に「第３駐車場」を新たに開設いたしました。

第３駐車場の駐車台数は約１００台を確保しており、開設により駐車待ちの解消

と利用者サービスの一層の向上に寄与するものと期待しておりますので、是非ご

利用ください。

総務課
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診察予約確認メール呼び出し
サービスのご案内

登録の方法

メールアドレス登録

端末に診察券を通し、

表示されたＱＲコード

を読み込んで、メール

を送信するだけです。

ＱＲコードによる読

み込みができない場合

も登録は可能です。気

軽に職員にお声がけく

ださい。

登録端末の設置場所

①１階自動再来受付機

②２階産婦人科外来

以上の２か所に設置概

①前日メールサービス
・専用端末にメールアドレスを登録してい
頂くことで、予約患者さまに限り、診察予
約日の前日１３：００に確認メールが配信され
ます。

②当日メール呼び出しサービス
・自動再来受付機（窓口での受付を含む）
で付番された受付番号が診察案内表示盤に
表示されると、患者さんのもとにメールが
配信されます。

煙注意事項煙

・受診時は、自動再来受付機で受付をお願
いします。
・当日メール呼び出しサービスは
一部の診療科を除きご使用いただけます。

メールアドレスの
登録端末

小児科・神経内科・麻酔科・緩和ケア科
放射線科・精神科が対象外となります。
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ＪＡ北海道厚生連旭川厚生病院 外来診療体制表

金木水火月

午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前

●●●●●血 液 ・ 腫 瘍 内 科

△●△●△●△●△●代謝・内分泌内科

△●△●△●△●△●呼 吸 器 科

△●△●△
特殊外来●△●△●消 化 器 科

△●△●△●△●△●循 環 器 科

●神 経 内 科

●
１４：００～●●

１４：００～●●
１４：００～●●

１４：００～●●
１４：００～●小 児 科

△
特殊外来●△●△●△●△●外 科

△△
△

第２・４△△△乳 腺 外 科

●●●●●呼 吸 器 外 科

●●△●●●整 形 外 科

●●●●●産婦人科（婦人科）

●
特殊
外来●

特殊
外来●

特殊
外来●●産婦人科（産 科）

●
１４：００～●●●●

１４：００～●●
１４：００～●皮 膚 科

●
１３：００～●●●

１３：００～形 成 外 科

△●●●●△●泌 尿 器 科

●●●●●耳 鼻 咽 喉 科

●●●●眼 科

休診中精 神 科

●●●麻 酔 科

●●●●●放 射 線 科

△●△●△●△●緩 和 ケ ア 科

●特殊外来一覧

〔消化器科〕

肝 臓（水） １３:３０-１６:００（予約制）

〔小児科〕

慢 性 疾 患（月・火・金）

１３:３０-１５:３０（予約制）

予 防 接 種（月） １３:３０-１５:００（予約制）

循 環 器（水） １３:３０-１５:３０（予約制）

１ ヵ 月 健 診（水） １３:００-１５:００（予約制）

内 分 泌（木） １３:３０-１５:３０（予約制）

発 達（木） １３:３０-１５:３０（予約制）

神 経（月） １３:３０-１５:３０（予約制）

（木） ８:３０-１５:３０（予約制）

乳 児 健 診（金） １３:３０-１５:００

乳児健診（佐藤Dr）（毎週火・木）

１３:３０-１５:００

午後（一般外来） １４:００-１６:００

〔外 科〕

ス ト ー マ（第３金）１３:００-１６:００（予約制）

〃 【新患可】※

ス ト ー マ ケ ア（金） １３:００-１６:００（予約制）

〔乳腺外科〕

乳 腺 外 来（水・木・金）

１３:３０-１６:３０（予約制）

（月・火）９:００-１１:３０（予約制）

〔産婦人科〕

産後１ヵ月健診（水） １４:００-１６:００（予約制）

〔神経内科〕当院で定期通院中の患者のみ、紹介

を受付

〔放射線科〕 ９:００-１１:００

※【新患可】以外の外来は予め午前外来受診とな

ります。

※血液・腫瘍内科の診察時間は10:00～（化学療法

は9:00～）となります。

※麻酔科の診察時間は9:30～となります。

受付時間

新患受付 午前の部 ８：１５～１１：３０ 午後の部 １２：４５～１５：００

再来受付 午前の部 ７：４５～１１：３０ 午後の部 １２：３０～１５：００

・各診療科ごとに診療体制が異なっております。

下記表の●が一般外来として受診可能な時間帯です。（△は予約制の一般外来です）

（小児科午後の一般外来を受診される方は、新患受付へお申し付けください）

・特殊外来は予約制です。下記特殊外来一覧をご参照ください。

お問い合わせ 旭川市１条通２４丁目１１１番地３ TEL(0166)33-7171

（診察時間 午前の部 ８：３０～ 午後の部 下記参照）（小児科一般外来のみ１４：００～１５：３０）
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